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こどもの頃は田舎の方に住んでいたので、　　　　　


こういう夏祭りとはとんと縁がありませんでした。　


縁日といえばとなり村で催される、お不動さんの縁　


日を思い出すのですが、それももう、数十年前のこと


になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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夕暮れてきました。今年は何かといえば雨の降る日が　


多かったんですけど、今日はお月さんも見えています。


きっと、こども達の日頃の行いがよかったに違いありま


せん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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暗くて映りませんが、両側はキリシマツツジの生垣で　　


五月には真っ赤な花が咲き、そこの通り抜けができます。


 













        [image: ]境内に入ってすぐ金魚すくい。これだけはほんまに廃れへんなあ。金魚すくって家に持って帰って、庭の泉水に離しておいたら、いつのまにかいなくなっていた。猫がね、、、、。
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唐揚げとか昔はなかったけど、その代わりなのか、たこ焼きを見なかった。縁日の屋台にたこ焼きないとか考えられへんわ。しかしまあ、あっちこっちでいろんなもの焼いてるから、だんだん何の匂いかわからんようになる。ちょっとよその地方の縁日とか、のぞいて見たくなってきた。一体どんなもの売ってるんやろう。
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ものすごい人ごみで、人の熱と屋台のガスの熱で歩いて　


いるだけで暑い。これきっと体温をはるかに超えている。


ここを抜けてしまいたいんやけど、前に進めない。　　　


でも、みんなニコニコしてて、それはそれで楽しい。　　


ちっちゃい子は大変そうやけどね。冷やこいの買うてもら


いや。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　













        [image: ]とうもろこしといえば、学生の頃北海道で食べたとうもろこしが、あまり、、、、？な感じで、がっかりしたなあ。
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本日見た中で、一番恐ろしい食い物。これ３本食べた


ら幻覚を見ると思う。　　　　　　　　　　　　　　


きっと新京極あたりのお店のショーケースに並んでた


ら、それなりに印象違うんやろうけどな。　　　　　
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このあと盆踊りが始まるらしいのだけれど、それまでに　


帰らないと、狭い境内が余計狭くなり、命の危険を感じ　


るに違いない。ちょっと店入れすぎ違いますの天神はん。
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ようやく人混みを抜け、階段を上がって社殿の方に


向かいます。右手の方では青年会か何かが生ビール


やチュウハイを売っていて、会社帰りの人が嬉しそ


うにカップを飲み干していました。　　　　　　　


冷ましてから帰りや。　　　　　　　　　　　　　
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正月以来かな？
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あれ、、、神さんにお願いすること、特にないなぁ。
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よーし、帰る前にここを突破していくぞー！
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今年初めて見たんですが、この派手に光る電球型の瓶に


ソーダをぶち込んでストローでちゅうちゅう吸うのが大


流行りでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　


そのほか、光る綿あめとか、光る金魚（作り物）すくい


とか、棒が光ったり猫耳が光ったりなんて当たり前。　
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こういうの見ると、ちょっとホッとする。


でも、お面つけてる子、少なかったなあ。
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もう、真っ暗になりました。でも、夏祭りはまだ始まった


ばかりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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